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2広報わかざくら　平成27年２月号

居住年月日 控除限度額

改正前 ～平成 25 年 12 月 31 日 所得税の課税総所得金額等×５％
（最高 97,500 円）

改正後

平成 26 年 1 月 1 日
～平成 26 年 3 月 31 日

所得税の課税総所得金額等×５％
（最高 97,500 円）

平成 26 年 4 月 1 日
～平成 29 年 12 月 31 日

所得税の課税総所得金額等×７％
（最高 136,500 円）※

平成 21 年 1 月 1 日
～平成 25 年 12 月 31 日

平成 26 年 1 月 1 日以後
（所得税：平成 26 年分～）
（住民税：平成 27 年度～）

① 上場株式等の譲渡所得 10％（所得税 7％、住民税 3％）

20％（所得税 15％、住民税 5％）② 未公開株式等の譲渡所得 20％（所得税 15％、住民税 5％）

③ 上場株式等の配当所得 10％（所得税 7％、住民税 3％）

１．住宅借入金等特別税額控除（住宅ローン控除）の改正
　消費税率引き上げに係る措置として、住民税における住宅借入金等特別税額控除の延長と
拡充がなされます。
◆適用期限の延長
　適用期限が４年間延長され、居住年月日が平成 29 年 12 月 31 日のものまで適用されるこ
ととなりました。（改正前：平成 25 年 12 月 31 日まで）
◆控除限度額の拡充
　平成26年4月以後に居住を開始した場合の控除限度額が136,500円に引き上げられます。

（注） ※の控除限度額が適用されるのは、住宅に適用される消費税率が８％または 10％である場合
です。それ以外の場合は、改正前の控除限度額が適用されます。

２．上場株式等に係る譲渡所得および配当所得に対する軽減税率の廃止
①上場株式等を譲渡した場合の譲渡所得
　平成 21 年１月１日から平成 25 年 12 月 31 日までの間に譲渡した上場株式等の譲渡所得
に係る 10％軽減税率（所得税７％、住民税３％）の特例措置は、平成 25 年 12 月 31 日を
もって廃止されました。平成 26 年１月１日以降譲渡分（平成 27 年度課税）から、本則税率
の 20％（所得税 15％、住民税５％）が適用されます。
②①以外の未公開株式等を譲渡した場合の譲渡所得
　税率の変更はありません。
③上場株式等の配当等に係る配当所得
　上場株式等の配当等に係る配当所得の 10％軽減税率の特例措置は、上記の譲渡所得と同
様に廃止されました。

（注）上記の税率が適用されるのは分離課税で申告した場合です。

３．非課税口座内の少額上場株式等に係る配当所得および譲渡所得等の非課税措置の創設
　平成 26 年から平成 35 年までの間に金融商品取引業者等の営業所に開設した非課税口座において、最大 500
万円（100 万円×５年間）までの投資から得られる配当所得および譲渡益が非課税となります。

４．ゴルフ会員権等の譲渡損失に係る損益通算の不可（生活に通常必要でない資産の範囲の拡大）
　譲渡損失の他の所得との損益通算及び雑損控除を適用することができない「生活に通常必要でない資産」の
範囲に、主として趣味、娯楽、保養または鑑賞の目的で所有する不動産以外の資産（ゴルフ会員権等）が追加
されました。平成 26 年４月１日以後の資産の譲渡により生ずる損失の金額について適用されます。

　
　

平
成
27
年
度
課
税
か
ら
の

　

		
住
民
税
の
制
度
改
正

平成 27 年度 市・県民税の申告の受付について

　3 月 2 日（月）から 3 月 16 日（月）　市役所 2 階大会議室　午前 9 時～午後 5 時
※�昨年、市・県民税申告書、または国民健康保険・後期高齢者医療制度の簡易申告書を提出した人、お
よび昨年中に桜井市に転入した人には 2 月上旬に申告書を送付しますので、利用してください。

▽ 問い合わせ先　税務課市民税係（ 42‐9111内線541）　　　　　　　　　　　　　　　　�【税務課】

お
知
ら
せ

※ 

住
民
税
と
は
前
年
中
（
１
月
１
日
～

12
月
31
日
）
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
る
市
・
県
民
税
の
こ
と
で
す
。



3 広報わかざくら　平成27年２月号

所 属 氏 名
桜 井 二 分 団 池田　重司
粟 殿 分 団 西　　伸喜
朝 倉 分 団 亀岡　　豊
安 倍 分 団 勘定　明彦
三 輪 分 団 玉置　正雄
織 田 分 団 美並　栄一
大 福 分 団 池田　　篤

奈良県知事表彰

所 属 氏 名
粟 殿 分 団 西　　伸喜

桜井警察署長感謝状

所 属 氏 名
粟 殿 分 団 常岡　勇策
脇 本 部 米田　　剛
吉 備 部 平谷　亮一
吉 備 部 西峠　昌樹
吉 備 部 山本　雅史
山 田 部 山原　寛貴
大 泉 部 宮崎　健二
大 泉 部 池田　真一
大 西 部 森　　昌嘉
纒 向 分 団 島岡　　誠
東 田 部 山内　康平
東 田 部 上田　雅之
大 福 分 団 山本　和洋
初 瀬 分 団 滝本　　尚
初 瀬 分 団 鍛治　志行
馳 向 部 吉村　　元
出 雲 部 森本　利昭
笠 部 南　　清文
笠 部 小川　裕士

桜井支部長表彰

所 属 氏 名
粟 殿 分 団 森　　　満　
黒 崎 部 谷岡　　隆
狛 岩 坂 部 山口　寛士
竜 谷 部 樋上　隆二
竜 谷 部 上田　康広
吉 備 部 石田　一夫
池 之 内 部 米田　裕彦
高 田 部 北村　一也
三 輪 分 団 嶋岡　俊夫
茅 原 部 西村　光司
纒 向 分 団 北村　　仁
纒 向 分 団 阪口　　豊
纒 向 分 団 川端　保広
穴 師 部 川端　達也
穴 師 部 上田　陽一
穴 師 部 森岡　伸彰
大 豆 越 部 細田　光昭
大 豆 越 部 狩田　祥行
豊 田 分 団 田中　法秀
馳 向 部 松田　浩資
馳 向 部 木下　和裕
萱 森 部 中森　康昭
白 木 部 中西　庄司

桜井市表彰

所 属 氏 名
八 井 内 部 木田　良一
粟 殿 分 団 山本　勇司
粟 殿 分 団 大谷　浩之
脇 本 部 稲本　　厚
大 泉 部 中村　徹志
大 西 部 古賀　義教
纒 向 分 団 岩見　光時
纒 向 分 団 吉岡　弘樹
大 豆 越 部 堀川　俊彦
豊 田 分 団 藤田　和弘
豊 田 分 団 松下　尚弘
東 田 部 森本　宣幸
初 瀬 分 団 田中　　純
馳 向 部 木下　　守
出 雲 部 髙木　英次
白 河 部 山口　敏治
吉 隠 部 樋口　安典
吉 隠 部 平林　三司
笠 部 中森　恭平

桜井市消防団長表彰

１月５日（月）、桜井市民会館において、
消防団出初式が行われ、併せて次の方々
が表彰されました。（敬称略・所属が「分
団名のみ」の場合はすべて機動部）

【危機管理課】

奈良県消防協会長表彰
所 属 氏 名

女 性 部 南　　文子
桜 井 一 分 団 松村　正人
八 井 内 部 横谷　徳明
粟 原 部 　堂　憲博
吉 備 部 　﨑　　夫
金 屋 部 西田　進　
織 田 分 団 笠谷　嘉成
豊 田 分 団 五藤　光正
馳 向 部 山本　義人
吉 隠 部 吉岡　義雄

「消防団出初式」～消防功労者表彰～



4広報わかざくら　平成27年２月号

児 童 福 祉 課（粟殿 432 ‐ 1） 42 ‐ 9111
第 １ 保 育 所（吉備 648 ‐ １） 42 ‐ 3166　　　　　第 ３ 保 育 所（ 初 瀬 1 5 9 3 ） 47 ‐ 7036
第 ２ 保 育 所（外山 474 ‐ 21） 42 ‐ 4380　　　　　第 ５ 保 育 所（ 豊 前 2 6 7 ） 43 ‐ 7440

各保育所の所在地と問い合わせ先

【児童福祉課】

ともだち いっぱい 楽しい保育所
～いっしょに子育て～

ともだち いっぱい 楽しい保育所
～いっしょに子育て～

子どもは家族、そして地域の宝です。
　近所の人々や地域の人とのつながり、温かいまなざしの中で、子どもは社会の一員として成長していきます。
保育所では地域の学校や様々な施設・団体と交流する機会を持ち豊かな関わりの中で子どもたちの成長を見
守りたいと考えています。

菜の花プロジェクトの人達と
芋掘りをしました

小学校の金管バンドのお兄ちゃん
お姉ちゃんが来てくれました

防災訓練で保育所に消防車が来て
見学や放水訓練をしました

建築組合シニア会の人達に教
えてもらいながらレターボッ
クスを作りました中学校のお兄ちゃんお姉ちゃん

が遊びに来てくれました

※ 入所の申込みは随時、市役所西分庁舎の児童福祉課で受付しています。なお、定員
に余裕がないときは、すぐに入所できないこともありますので注意してください。

地域のおじいちゃんおばあちゃん
と一緒にふれあい遊びや歌をうた
いました

ほら！おっきな
おいもやでー！

いっぽんばーし
こーちょこちょ

みんな！このうた
知ってるかな？

くぎ気をつけて
打ちやー！

これなにー？

おっきいなー！
かっこいい！



5 広報わかざくら　平成27年２月号

　各園ではわくわくランドを手伝ってい
ただく人（ボランティア）や、預かり保
育サポーターを募集しています。
　詳細は各園に問い合わせてください。

平成２7年度　未就園児子育て支援事業

｢わくわくランド」で遊ぼう！
桜井市公立幼稚園

公立幼稚園では子育てを応援しています！
　市内の公立幼稚園では、２，３歳児のお子さんと保護者を対象に、いろいろな
体験や交流ができるよう【わくわくランド】（子育て支援事業）を行っています。
　活動が進むにつれて子ども同士が一緒に遊ぶ姿が見られるようになり、
保護者同士の交流も広がってきています。

◆対　象◆
市内在住の２歳児・３歳児（平成 23 年４月２日～平成 25 年４月１日生まれ）
※必ず保護者同伴で参加してください。

◆内　容◆
・毎月１～２回実施
・活動内容や実施日、時間は各園でお知らせします。
◆参加費◆

年間　2,000 円（材料費・保険代等）
申込み用紙は各園にあります。

希望する人は、２月 27 日（金）までに代金を添えて各園へ申込んでください。

桜 井 南 幼 稚 園（河西 207） 43 ‐ 2947
安 倍 幼 稚 園（生田 578） 42 ‐ 3608
桜 井 西 幼 稚 園（大福 356） 42 ‐ 9107
三 輪 幼 稚 園（三輪 324） 42 ‐ 6077
織田纒向幼稚園（芝 1 8 3 5） 43 ‐ 0240
＊詳しくは、各園まで問い合わせてください。            

＝各幼稚園の所在地と問い合わせ先＝

【学校教育課】

お母さんとフープ遊び　楽しいな！ 幼稚園の子ども達とのふれあ
い（どんぐりころがし）

楽しみながら
いっしょに子育て
しませんか？

幼稚園で
いっしょに

遊びませんか？

＜楽しいことがいっぱい！＞
・誕生会　　　・作って遊ぶ
・水遊び　　　・運動遊び
・リズム遊び　・親子でゲーム

など
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物
品
購
入
・
業
務
委
託
等
入
札（
見

積
り
）
参
加
申
請
／
小
規
模
修
繕

（
建
物
）
業
者
登
録
（
追
加
の
み
）

申
請
　
※
水
道
事
業
含
む

　

平
成
27
・
28
年
度
に
お
い
て
、
市
が
発

注
す
る
物
品
の
購
入
お
よ
び
業
務
委
託
等

（
建
設
工
事
、
測
量
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
等
を
除
く
）
の
競
争
入
札
（
見

積
り
）
に
参
加
す
る
た
め
の
資
格
審
査
を

申
請
す
る
人
は
、
必
要
書
類
を
添
え
て
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
例
年
書
類
や
受
付
を
別
に
行
っ

て
い
た
「
水
道
事
業
」
業
者
登
録
は
、
出

納
課
受
付
の
業
者
登
録
に
一
本
化
し
ま
す
。

水
道
施
設
課
で
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
出
納
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
末
ま
で
の
有
効
期
間
を
お
持

ち
の
事
業
者
は
、
来
年
度
に
登
録
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
「
小
規
模
修
繕
（
建
物
）」

の
業
者
登
録
を
市
内
業
者
対
象
で
受
付
し

て
い
ま
す
。「
小
規
模
修
繕
（
建
物
）」
と
は
、

50
万
円
未
満
の
内
容
が
軽
易
な
建
物
修
繕

で
す
。
配
電
機
器
・
給
排
水
管
・
ボ
イ
ラ
ー
・

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
自
動
ド
ア
・
フ
ェ
ン
ス
等

の
機
器
・
設
備
類
の
修
繕
は
含
み
ま
せ
ん
。

　

申
請
要
領
お
よ
び
申
請
書
類
一
式
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.

sakurai.lg.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
が
、
出
納
課
で
も
配
布
し
ま
す
。

◆
登
録
有
効
期
間

　

市
内
業
者

平
成
27
年
度
登
録
追
加
の
受
付

　

市
外
業
者

平
成
27
・
28
年
度
登
録
の
受
付

◆
受
付
期
間

　

２
月
２
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）　

　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
持
参
に
よ
る
申
請
に
限
り
ま
す
。

（
郵
送
に
よ
る
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。）

◆ 

提
出
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�

出
納
課
（
大
字
粟
殿
４
３
２
‐
１�

本
庁

１
階　

42
‐
９
１
１
１
内
線
５
１
２
）

※�

「
発
掘
調
査
掘
削
機
械
借
上
業
務
」
は
後

日
広
報
掲
載
（
問
い
合
わ
せ
は
、
文
化

財
課　

42
‐
６
０
０
５
）　
【
出
納
課
】

建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　

平
成
27
・
28
年
度
に
市
（
水
道
事
業
を

含
む
）
が
発
注
す
る
建
設
工
事
ま
た
は
測

量
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
に
つ

い
て
、
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人

は
、
次
の
と
お
り
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
札
参
加
者
の
資
格

（1）
建
設
業
者

　

�　

建
設
業
法
第
２
条
第
３
項
に
規
定
す

る
建
設
業
者
の
う
ち
、
平
成
25
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
26
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

審
査
基
準
日
を
有
す
る
建
設
業
法
第
27
条

の
23
に
規
定
す
る
経
営
事
項
審
査
を
受

け
、
総
合
評
定
値
の
通
知
を
受
け
た
者

・�

総
合
評
定
値
通
知
書
に
技
術
者
が
い
な
い

業
種
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

・�

格
付
け
の
基
準
と
な
る
技
術
職
員
数
は
、

総
合
評
定
値
通
知
書
の
職
員
数
と
し
ま
す
。

（2）�
測
量
・
設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
等

　

�　

測
量
業
者
、
建
築
士
事
務
所
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
地
質
調
査
業
者
、
補
償

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
不
動
産
鑑
定
業
者
、

土
地
家
屋
調
査
士
で
、
法
律
ま
た
は
規

程
に
基
づ
く
登
録
等
を
受
け
て
い
る
者

（3）�
次
に
示
す
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
は
、
入
札
に
参
加
す
る
資
格
が
あ

り
ま
せ
ん
。

・��

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
４

の
規
定
に
該
当
す
る
事
実
が
認
め
ら
れ
た

場
合
。

・��

経
営
状
態
が
著
し
く
不
健
全
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者

・��

市
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
に
未

納
が
あ
る
者

・��
審
査
基
準
日
直
前
２
年
の
営
業
年
度
に

お
い
て
営
業
実
績
が
な
い
者

・��

参
加
申
請
書
お
よ
び
そ
の
添
付
書
類
に
、

虚
偽
の
記
載
を
し
た
者

・�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
由
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
者

ア�

）
役
員
等
（
法
人
に
あ
っ
て
は
役
員
（
非
常

勤
の
者
を
含
む
）、
支
配
人
お
よ
び
支
店
ま

た
は
営
業
所
（
常
時
建
設
工
事
等
契
約
に

関
す
る
業
務
を
行
う
事
務
所
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）
の
代
表
者
を
、
個
人
に
あ
っ
て

は
そ
の
者
、
支
配
人
お
よ
び
支
店
ま
た
は

営
業
所
の
代
表
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

が
暴
力
団
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な

行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」）
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
あ
る
。

イ�

）
暴
力
団
（
法
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す

る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
ま
た

は
暴
力
団
員
が
経
営
に
実
質
的
に
関
与

し
て
い
る
。

ウ�

）
役
員
等
が
、
そ
の
属
す
る
法
人
、
自
己

も
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図

る
目
的
で
、
ま
た
は
第
三
者
に
損
害
を

与
え
る
目
的
で
、
暴
力
団
ま
た
は
暴
力

団
員
を
利
用
し
て
い
る
。

エ�

）
役
員
等
が
、
暴
力
団
ま
た
は
暴
力
団
員

に
対
し
て
資
金
等
を
提
供
し
、
ま
た
は

便
宜
を
供
与
す
る
等
直
接
的
も
し
く
は

積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
お
よ
び
運
営

に
協
力
し
、
ま
た
は
関
与
し
て
い
る
。

オ�

）
ウ
お
よ
び
エ
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、

役
員
等
が
、
暴
力
団
ま
た
は
暴
力
団
員

と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を

有
し
て
い
る
。

（4）
市
内
業
者
と
は
、
桜
井
市
に
本
店
を
有
す

　

�

る
者

※�

平
成
26
年
度
か
ら
、
桜
井
市
内
の
支
店
・

営
業
所
に
委
任
さ
れ
る
業
者
は
市
外
業

者
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（5）�

そ
の
他
、
建
設
工
事
等
に
係
る
競
争
入

札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
お
よ

び
平
成
26
・
27
年
度
市
内
建
設
業
者
格

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

平
成
27
年
度
か
ら
の

学
校
給
食
用
物
資
・
建
設
工
事
等
・
物
品
・
業
務
委
託
等
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付
け
基
準
に
よ
る
。

◆ 

申
請
要
領
・
提
出
書
類

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.

sakurai.lg.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

◆
提
出
部
数　

１
部

◆
登
録
有
効
期
間

（1）
市
内
業
者　

１
年
間
（
平
成
27
年
度
）

市
内
業
者
は
追
加
受
付
と
な
る
た
め
、
平

成
26
年
２
月
に
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
を
提
出
し
て
い
な
い
業
者
で
あ
る
こ
と
。

（2）
市
外
業
者　

２
年
間
（
平
成
27
・
28
年
度
）

�

◆
受
付
期
間　

　

２
月
２
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◆
提
出
場
所　

市
役
所
分
庁
舎
入
札
室

　
　
　
　
　
　
（
大
字
粟
殿
４
３
２
‐
１
）

※
持
参
に
よ
る
申
請
に
限
り
ま
す
。

（
郵
送
に
よ
る
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。）

◆ 

問
い
合
わ
せ
先　

土
木
課
入
札
係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
１
５
）【
土
木
課
】

桜
井
市
立
保
育
所
給
食
材
料
納

品
業
者
登
録
申
請

　

平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
４
月
１
日
～

平
成
28
年
３
月
31
日
）
保
育
所
給
食
材
料

納
品
業
者
の
登
録
を
受
付
し
ま
す
の
で
、

次
の
条
件
を
備
え
納
品
を
希
望
さ
れ
る
業

者
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
資
格

①
経
営
規
模

　

電
話
設
備
を
有
し
、
常
時
営
業
が
行
わ

れ
て
い
て
、
指
示
ど
お
り
納
品
や
配
達
が

完
全
に
で
き
る
こ
と
。

②
信
用
状
況

ア
…�

営
業
経
歴
と
経
営
状
況
が
良
好
で
あ

る
。

イ
…�

保
育
所
給
食
を
理
解
し
協
力
的
で
あ

る
。

ウ
…�

食
品
に
関
す
る
法
律
や
諸
規
定
が
守

ら
れ
て
い
る
。

エ
…�

２
年
以
上
引
き
続
い
て
そ
の
営
業
に

従
事
し
て
い
る
。

オ
…
税
金
を
完
納
し
て
い
る
。

◆
給
食
材
料
の
種
類

　

野
菜
・
果
実
類
・
鶏
卵
・
大
豆
加
工
品
・

こ
ん
に
ゃ
く
・
め
ん
類
（
生
）・
練
製
品
・

乾
物
類
・
缶
詰
類
・
油
脂
類
・
冷
凍
食
品
・

加
工
品
・
し
ょ
う
ゆ
・
さ
と
う
・
み
そ
・

調
味
料
・
米
・
牛
乳

◆
申
請
書
類
配
布
お
よ
び
受
付
期
間

　

２
月
４
日
（
水
）
～
20
日
（
金
）

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
郵
送
可
。
た
だ
し
20
日
（
金
）
必
着

◆
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

児
童
福
祉
課

　
（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
８
３
）

【
児
童
福
祉
課
】

　口座振替なら一度手続きをするだけで、あなたの
預貯金口座から自動的に保険料を納めることができ
るので、納め忘れの心配がなく、納めに行く手間が
省けてとても便利です。しかも、「前納」や「早割制度」
を利用すると、保険料が割引されてたいへんお得で
す。クレジットカード納付もできます。

◆�２年前納は２年度分の保険料を４月末に、１年前
納は４月～３月分を４月末に、６か月前納は４月
～９月分を４月末に、10 月～３月分を 10 月末に
引落します。（※振替日（月末）が金融機関の休業
日の場合は、翌営業日が振替日となります。）

◆�２年前納、１年前納、６か月（４月～９月分）前
納を希望する場合は、平成 27 年２月末までに年
金事務所または金融機関へ申込んでください。（年
金手帳または納付書・預貯金通帳・届出印を持参
してください。）

　毎月納付の場合でも、当月末振替による早割にす
ると、保険料が月々 50 円割引になります。（平成
26 年度の割引金額です。平成 27 年度は未定です。）
◆�初回は、2 か月分（前月分と当月分）の保険料を
振替します。（保険料が割引となるのは、当月分
からです。）
◆一部免除を受けている人は利用できません｡
　詳しくは、桜井年金事務所（ 42 ‐ 0033）ま
で問い合わせてください。

��【保険医療課】

国民年金保険料の納付は
口座振替が便利です

国民年金保険料を口座振替で２年分前納すると保
険料が 14,800 円割引になります。1 年分前納する
と保険料が 3,840 円割引になります。６か月分の
場合は 1,040 円割引になります。（平成 26 年度の
割引金額です。平成 27 年度は未定です。）

早割制度（毎月納める保険料も口座振替がお得）
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宝くじ助成でコミュニティ活動備品を整備
　（一財）自治総合センターの宝くじ普及広報事業の助成を受け、次の自
治会で活動備品が整備されました。今後、地域住民のふれあいとコミュニ
ティのために活用され、さらなる地域の発展が期待されます。

《一般コミュニティ助成事業》
○忍阪区　マイク等コミュニティ活動備品の整備
○岩坂区　椅子等コミュニティ活動備品の整備
○大福・吉備区会　法

はっ ぴ

被等コミュニティ活動備品の整備

平
成
27
年
度
採
用
予
定
者
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
職
種
お
よ
び
試
験
区
分　

一
般
事
務
職
（
上
級
）

◆
採
用
予
定
人
数　

１
名
程
度

◆ 

受
験
資
格　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
（
平
成
27
年
３
月
卒
業
見
込
み

の
人
を
含
む
）

◆
試
験
内
容

　

・
第
１
次
試
験　

一
般
教
養
、
事
務
適
性
検
査　

　

・
第
２
次
試
験　

面
接　

◆
応
募
書
類
等
の
入
手
方
法

　

採
用
試
験
申
込
書
お
よ
び
受
験
票
、
募
集
要
項

・�

桜
井
市
清
掃
公
社
１
階
事
務
所
に
て
配
布
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

・�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.sakurai.lg.jp/

）「
桜
井
市
清
掃
公
社
職

員
採
用
情
報
」か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ「
募
集
情
報
」

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
）

◆
申
込
方
法
お
よ
び
期
間

・�

２
月
２
日（
月
）～
２
月
12
日
（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
ま
で
（
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

・�

持
参
お
よ
び
郵
送
で
の
受
付
と
し
ま
す
。

・
受
付
期
間
前
、
期
間
後
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
送
の
場
合
は
、
２
月
12
日
（
木
）
午
後
４
時
30
分
必
着
と
し
、
簡
易
書
留
等

に
て
お
願
い
し
ま
す
。

◆
試
験
日
お
よ
び
場
所

　

２
月
22
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～　

　

桜
井
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
管
理
工
房
棟
４
階�

大
会
議
室

◆ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
（
一
財
）
桜
井
市
清
掃
公
社
（
〒
６
３
３
‐
０
０
５
２�

大
字
浅
古
４
８
５
‐
１

45
‐
２
０
０
５
）　

  　
　

 　
　
　

  　

   【
清
掃
公
社
】

平
成
26
年
度	

　
　
　

清
掃
公
社
一
般
事
務
職
員
募
集

【市民協働課】
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桜井市普通財産の土地を公売します
◆
処
分
の
方
法

　

一
般
競
争
入
札

◆
入
札
参
加
申
込
方
法

　

�
入
札
に
参
加
す
る
に
は
事
前
の
申
込
み

が
必
要
で
す
。

☆
受
付
期
間

　

２
月
２
日
（
月
）
～
16
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※�

受
付
期
間
終
了
後
の
申
込
み
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

☆
提
出
場
所　

総
務
課
（
持
参
の
み
）

☆
申
込
用
紙
・
入
札
説
明
書

　

総
務
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※�

申
込
用
紙
・
入
札
説
明
書
は
桜
井
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.

sakurai.lg.jp/

）
の
入
札
情
報
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
入
札
日
時
及
び
場
所

　

２
月
18
日
（
水
）

　

市
役
所
本
庁
舎
３
階　

第
２
会
議
室

　

第
１
号
物
件　

午
後
１
時
30
分
～

　

第
２
号
物
件　

午
後
２
時
30
分
～

◆
公
売
に
付
す
る
物
件

　

�

下
記
物
件
を
現
状
有
姿
で
処
分
し
ま
す
。

◆
特
別
売
却
条
件

　

�

本
物
件
落
札
後
、
風
俗
営
業
の
用
途
に

使
用
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

�

総
務
課
資
産
管
理
係
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
３
２
２
・
３
２
６
）

土 地 の 所 在 地 地 目 面 積

大字芝 95 番 5 雑種地 公簿 281.00㎡
（85.00 坪）

（市街化区域、第１種住居地域、建ぺい率 60％、
容積率 200％、15 ｍ高度地区）

最 低 入 札 価 格 1 0 , 6 7 8 , 0 0 0 円
入 札 時 間 午後１時 30 分～

土 地 の 所 在 地 地 目 面 積
安倍木材団地一丁
目 9 番 6 宅 地 公簿 208.41㎡

（63.04 坪）
（市街化区域、第１種住居地域、建ぺい率 60％、

容積率 200％、15 ｍ高度地区）
最 低 入 札 価 格  7 , 6 9 0 , 0 0 0 円
入 札 時 間 午後２時 30 分～

第１号物件 第２号物件

平成 26 年度の 特定健診 は、受けられましたか？

健診期間は　平成 27年 2月 28 日（土）　まで！　
（注意：健診期間内に 75 歳になる人は誕生日の前日までです。）

　　　受診の際は、　保険証　・　特定健診受診券　・　質問票　・　健診代金（1,000 円）
　　　を医療機関窓口へ提出してください。

紛失してしまった等で手元に受診券がない場合は、再発行ができますので、
保険医療課 給付係（ 42 ‐ 9111 内線 527・526）まで連絡してください。　　  【保険医療課】

期限が迫っています！期限が迫っています！ 桜
井

�明
日
香

�吉
野
線

安倍寺史跡公園安倍寺史跡公園薬
局
薬
局

JA ならけん
安倍出張所
JAならけん
安倍出張所

磯城農業
共済組合
磯城農業
共済組合

動物病院動物病院

公　売　地

美容室美容室

生田

安倍木材団地 5号

安倍寺史跡公園安倍寺史跡公園薬
局
薬
局

生田

安倍木材団地 5号

安倍寺史跡公園安倍寺史跡公園薬
局
薬
局

生田

安倍木材団地 5号

JA ならけん
安倍出張所
JAならけん
安倍出張所

磯城農業
共済組合
磯城農業
共済組合

美容室美容室

動物病院動物病院

公 売 地

北

JA ならけん
安倍出張所
JAならけん
安倍出張所

磯城農業
共済組合
磯城農業
共済組合

美容室美容室

動物病院動物病院

公 売 地

北

【総務課】

桜井市国民健康保険加入者のみなさんへ
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番号のおかけ間違いのないようにご注意ください。

３
乳幼児対象事業（妊婦・乳幼児と保護者対象）

乳幼児健康診査（対象者には個人通知します）
事業名 対象者 日時（受付時間）場所 内容 持ち物

４か月児
健康診査

平成 26 年 11 月 1 日～
11 月 15 日生まれ

3 月 16 日（月）
13：00 ～ 14：00

保
健
会
館

身体計測・問診・診察（内
科）・離乳食の話・育児
相談

母子健康手帳・乳幼
児健康管理票・問診
票・バスタオル平 成 26 年 11 月 16 日

～ 11 月 30 日生まれ
3 月 30 日（月）
13：00 ～ 14：00

10 か月児
健康診査

平 成 26 年 5 月 1 日 ～
5 月 15 日生まれ

3 月 18 日（水）
13：00 ～ 14：00 身体計測・問診・診察（内

科）・育児相談・歯科相談・
栄養相談

母子健康手帳・問診
票・バスタオル平成 26 年 5 月 16 日～

5 月 31 日生まれ
3 月 27 日（金）
13：00 ～ 14：00

1 歳 6 か月児
健康診査

平 成 25 年 8 月 1 日 ～
8 月 15 日生まれ

3 月 5 日（木）
13：00 ～ 14：00

身体計測・問診・診察（内
科・ 歯 科 ）・ 育 児 相 談・
歯科相談・栄養相談・発
達相談

母子健康手帳・健康
診査票・歯科診査票平成 25 年 8 月 16 日～

8 月 31 日生まれ
3 月 6 日（金）
13：00 ～ 14：00

2 歳 6 か月児
歯科健康診査

平成24 年8 月生まれ 3 月 5 日（木）
  9：00 ～ 10：00

問 診・ 診 察（ 歯 科 ）・ 歯
科相談・育児相談
※ 保護者の歯科健診も実

施しています。

母子健康手帳・歯科
診 査 票（ 子 ど も 用・
保護者用）・質問票・
ハブラシ・タオル

3 歳 6 か月児
健康診査

平 成 23 年 8 月 1 日 ～
8 月 15 日生まれ

3 月 19 日（木）
13：00 ～ 14：00

尿検査・身体計測・問診・
診察（内科・歯科）・育児
相談・歯科相談・栄養相
談・発達相談

母子健康手帳・健康
診査票・アンケート
票・当日朝一番の尿平成 23 年 8 月 16 日～

8 月 31 日生まれ
3 月 20 日（金）
13：00 ～ 14：00

相談・教室
事業名 対象者 日時 場所 内容 持ち物 申込

すくすく相談
（乳幼児

健康相談）

主 に 生 後 9 か 月 未
満の乳児

3 月 13 日（金） 
 9：30 ～ 10：00 ▲ 保

健
会
館

身体計測・育児相談・栄
養相談

母子健康手帳・
バスタオル

不
要主 に 生 後 9 か 月 ～

1 歳 7 か月未満の乳
幼児

3 月 27 日（金）  
9：30 ～ 10：00 ▲

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

◆

生 後 5 か 月 ～ 8 か
月 未 満 の 乳 児 の 保
護者

3 月 12 日（木）
13：30 ～ 15：00 ◎

中
央

公
民
館

離乳食の話・実演・試食
※対象児に限り託児あり

（託児定員　12 名）
母子健康手帳・
筆記用具 要

マタニティ
教室　　　　 
◆

妊娠 4 か月～ 8 か
月未満の妊婦及び
その家族

3 月 3 日（火）
9：30 ～ 12：00 ◎ ●

ママのからだの話（保健
師）妊娠中の食生活の話

（栄養士）

母子健康手帳・
筆記用具

要
（
定
員
20
名
）

3 月 10 日（火）
9：30 ～ 12：00 ◎ 保

健
会
館

生まれたばかりの赤ちゃ
んの話、沐浴実習等（助
産師・保健師）

3 月 24 日（火）
9：30 ～ 12：00 ◎

赤ちゃんとママの歯の話
（歯科衛生士）子育てサー

ビスの話（保健師）
▲…受付時間　◎…実施時間　●…まほろばセンターエルト桜井 2 階
◆…〈要申込〉の事業は電話で健康推進課（ 45‐ 3443）まで。
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か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り

つ
け
歯
科
医
を
も
ち
ま

し
ょ
う
！

～
自
宅
の
近
く
に
「
か
か
り
つ
け

医
・
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」
を
も

つ
と
安
心
で
す
～

　
「
か
か
り
つ
け

医
」
と
は
、
家

族
の
健
康
を
把

握
し
、
体
調
不

良
や
病
気
に
か

か
っ
た
と
き
に
気
軽
に
受
診
で
き

る
地
域
の
病
院
・
診
療
所
（
医
師
）

の
こ
と
で
す
。

　
「
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
」と
思
っ

た
ら
ま
ず
「
か
か
り
つ
け
医
」
を

受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
医
師

と
顔
見
知
り
に
な
っ
て
病
気
の
相

談
や
健
康
管
理
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、「
か
か
り
つ
け

歯
科
医
」
を
持
つ
こ
と
で
、
定
期

的
に
歯
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

●�

み
ん
な
で
桜
井
地
区
の
救
急
医

療
体
制
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

現
在
、
桜
井
地
区
（
宇
陀
市
、

宇
陀
郡
、磯
城
郡
、桜
井
市
）で
は
、

休
日
・
夜
間
の
二
次
救
急
医
療
を

５
病
院
の
輪
番
制
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
病
院

も
医
師
が
不
足
し
て
お
り
、
救
急

医
療
体
制
の
維
持
に
苦
慮
し
て
い

ま
す
。

　

安
心
し
て
毎
日
の
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
救
急
医
療
体
制
が
円

滑
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
日
頃

か
ら
健
康
管
理
に
注
意
し
て
、「
具

合
が
悪
い
」
と
思
っ
た
ら
、
早
め

に
身
近
な
「
か
か
り
つ
け
医
」
を

受
診
す
る
な
ど
、
適
切
な
受
診
行

動
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
に
具
合
が
悪
く

な
っ
た
と
き
に
は
、
電
話
で

＃
７
１
１
９
（
奈
良
県
救
急
安
心

セ
ン
タ
ー
）
に
電
話
を
し
て
、
自

分
の
症
状
を
言
え
ば
、
適
切
な
対

応
を
し
て
く
れ
ま
す
。
小
児
科
の

場
合
は
、
＃
８
０
０
０
（
こ
ど
も

救
急
電
話
相
談
）
に
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

対
象
者
に
は
個
人
通
知
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
接
種
期
限
が
３
月
31
日

ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
予
防
接
種

▽�

対
象
者　

小
学
６
年
生
（
平
成

14
年
４
月
２
日
～
平
成
15
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

乳
幼
児
期
に
三
種
混
合
ま
た

は
、
二
種
混
合
予
防
接
種
の
基

礎
免
疫
が
完
了
し
て
い
る
児
童

▽
料
金�　

無
料　
　
　

※�

接
種
料
金
は
市
が
負
担（
約
５
、

５
０
０
円
）
し
ま
す
が
、
期
間

を
過
ぎ
る
と
有
料
に
な
り
ま

す
。

◆
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
MR
）

▽�

対
象
者　

２
期　

翌
年
小
学
校

に
入
学
さ
れ
る
人
（
平
成
20
年

４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

▽
料
金　

無
料　

※�

接
種
料
金
は
市
が
負
担
（
約

１
０
、０
０
０
円
）
し
ま
す
が
、

期
間
を
過
ぎ
る
と
有
料
に
な
り

ま
す
。

◆
共
通

▽�

期
間　

３
月
31
日
ま
で
（
期
間

中
１
回
）

▽ 

持
参
品　

母
子
健
康
手
帳
・
予

診
票
（
押
印
）

※�

事
前
に
医
療
機
関
へ
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※�
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希

望
す
る
場
合
は
、
接
種
前
に
健

康
推
進
課
で
手
続
き
が
必
要
で

す
。
手
続
き
に
は
母
子
健
康
手

帳
・
予
診
票
・
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課　

（

45
‐
３
４
４
３
）

平成 26 年度県民公開講座

『女性のための健康講座』

▽ 日時　３月８日（日）午後２時～４時

▽ 会場　学園前ホール（奈良市学園南３‐１‐５）

▽  内容　
・講座「女性が知っておきたいからだのリズム
　　  　　～女性のライフステージと健康管理～」
   講師  小林浩教授（県立医科大学産婦人科学教室）

・ 産婦人科なんでも無料相談会（産婦人科医師が
対応）

※ 相談会は定員 20 名です。
（当日会場にて午後１時 15 分より先着申込み順）

▽ 参加者　約 300 名（当日参加可能）

▽ 参加費　無料

▽  申込方法　電話で奈良県産婦人科医会公開講座
係（ 22 ‐ 8502）まで申込んでください。

▽ 主催　奈良県産婦人科医会

▽  後援　奈良県医師会、日本産科婦人科学会、日
本産婦人科医会

健
康
相
談 

　
「
健
診
結
果
が
気
に
な
る
」「
生
活
習
慣
を
見
直
し
た
い
が
、
具
体
的

に
何
を
し
た
ら
い
い
の
？
」
等
、
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
相
談
を
受
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
改
善
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
分
か
っ

て
い
る
け
ど
実
行
が
で
き
な
い
人
に
対
し
て
も
、
実
行
に
向
け
て
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
必
ず
電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
３
月
17
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時　

▽
場
所　

市
役
所
３
階
第
１
会
議
室

▽ 

内
容　

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
の
健
康
相
談
、
血

☆

圧
測
定
、
身

☆

長
・

体
重
測
定
、
体

☆

脂
肪
測
定
、
尿

☆

検
査　
　

　

☆
は
必
要
な
人
の
み
実
施　

▽ 

持
ち
物　

健
康
手
帳
、
検
査
結
果
等
、
健
康
状
態
が
わ
か
る
も
の
で

必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
料
金　

無
料

▽ 
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

健
康
推
進
課
（

45
‐
３
４
４
３
）

女性のための健康講座

要予約
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項 目 対 象 者 内 容 自己負担金 受 診 方 法

大腸がん検診 40 歳以上の人 問診、便潜血検査（検便） 1,000 円 医療機関の窓口へ直
接申込んでください。前立腺がん検診 50 歳以上の男性 問診、血液検査 600 円

乳がん検診 40 歳以上の女性
問診、乳房Ｘ線検査（マ
ンモグラフィ）、視触診

2,300 円
電話で健康推進課へ

（申込み受付期間は１
月 30日まで）

子宮がん検診 20 歳以上の女性 問診、視診、内診、細胞診

2,000 円
（体がん検診

を実施した人
は 2,900 円）

電話で健康推進課へ
申込んでください。

肝炎ウイルス検診
40 歳以上で過去に肝炎ウ
イルス検診を受けたことの
ない人

問診、血液検査 無料

さわやか健診

40 歳以上の生活保護を受
けている人等（生活習慣病
で治療中・経過観察中の人
は除く）

問診、計測、血圧、医師
の 診 察、 検 尿、 心 電 図、
血液検査

無料

歯周疾患検診
平成 26 年３月 31 日現在、
40 歳・50 歳・60 歳・70
歳の人

問診、診察（歯周組織検査） 無料

骨粗しょう症検診
（女性のみ）

平成 26 年３月 31 日現在、
40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・
60 歳・65 歳・70 歳の女性

問診、骨塩定量測定 1,300 円

※�上記各種健（検）診は、職場健診等他に同等の健（検）診を受ける機会のない人を対象に、実施にかかる費
用のうち一部を公費で負担する制度です。自己負担金が無料になる人は、以下のとおりです。

③または④に該当する人は、受診される前に健康推進課まで連絡してください。
※�健（検）診毎に実施期間中１人１回限りです。ただし、子宮がん検診・乳がん
検診については２年に１回のため、平成 25年度に公費負担で受診された人は
今年度の公費負担の対象になりません。
※�実施場所は市内実施医療機関のみです。ただし、子宮がん検診・乳がん検診は市外でも受診できます。実施
医療機関については問い合わせてください。
※�乳がん検診については、市内実施医療機関が１か所であり、年度末にかけてかけこみ受診のため混雑が予想
されます。実施期間内であっても定員に達し、受診できない場合もあります。あらかじめご了承ください。

▽ 問い合わせ先　健康推進課（ 45‐ 3443）

平成 26 年度の健康診査・各種がん検診がもうすぐ終了します
今年度の健（検）診は受診されましたか？
各種健（検）診は２月 28日（土）で終了します。まだ受診されていない人は早めに受けましょう。

◆２月末で終了になる健（検）診

① 75 歳以上の人
② 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている人
③ 生活保護を受けている人
④ 市民税非課税世帯の人
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　今回は、市民目線で「桜井のとっておき」を選んだ「大
和さくらい１００選」に「隠

こもりく

国の神々」として選ばれ
ている桜井市初瀬の４つの神社に行ってきたよ～。

　続いて與喜天満神社。この神社は
国の天然記念物に指定されている与
喜山の中腹にあって、この山は古
代、大泊瀬山と呼ばれ、大和の国で
は「最初に太陽が登る神聖な山」と
してあがめられてきたよ。万葉集で、
「隠

こもりく

国」とは「初瀬」にかかる枕
まくらことば

詞で、
「山に囲まれて立っているような地」
を意味してるんだって。主祭神は学
問の神様として知られる菅原道真公
で、日本最古の天神信仰の神社と言
われているよ。
　毎年 10 月の第３日曜日は「初瀬
まつり」が行われ、近世の奈良にお
いては、春日大社のおん祭りに次ぐ
盛大な祭典として知られているよ。
お祭りの日は三代将軍徳川家光が奉
納したとされる古神

み こ し

輿が門前町を御
渡りして、太鼓台も出てまちはとっ
てもにぎわうんだって～。境内には
ガチョウのような形をした鵝

がぎょういし

形石と
言われる磐

いわくら

座があって、天照大神が
祀られているよ。

「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai.lg.jp/himiko/index.html

観光まちづくり課（ 42 ‐ 9111 内線 348）
E-mail：kanko@city.sakurai.lg.jp      【観光まちづくり課】

　最後は長
はせやまぐちにいます

谷山口坐神社。大
おお や ま つ み

山祇神（山の神）
をご祭神とし、のちに手

たぢからおのかみ

力雄神（力の神）も
お祀りしていて、地元の人からは「てじから
さん」と言って親しまれているよ。毎年 12
月 9 日に「霜月祭」が行われているよ。

大和さくらい１００
選のパワースポット
にも選ばれてるよ！
大きいよね～。

　まずは素
す さ の お

盞雄神社へ。長谷寺から與
よ き

喜天満神社の境内に至る途中、
初瀬川にかかる朱塗りの連歌橋を越えて、山道を登るところにあるよ。
この神社のご祭神は素

すさのおのみこと

盞雄命。與喜天満神社に菅原道真公をおまつり
したとき、与喜山は天照大神が降臨された神聖な山なので、その弟神
である素盞雄命をおまつりすべきだということで社殿を構えたのがは
じまりとされているよ。ここにある銀

いちょう

杏の巨樹は高さが40mもあって、
奈良県の天然記念物に指定されている県内最大の銀杏の木なんだって。

　それから白
しらひげ

髭神社へ行ったよ。地
元では、「礼

らい ふ

荷さん」と呼ばれてとっ
ても親しまれているよ。階段を登る
と景色がすごくきれいで、本殿から
長谷寺が正面に見えるよ～。

長谷山口坐神社

長谷寺 素盞雄神社

與  

與喜天満神社
白髭神社

伊勢辻

初瀬川

国道165号

連歌橋

長谷寺駅

磐い
わ
く
ら座
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12
月
１
日
か
ら

「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
（
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、
労

災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど
）
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
平
成
26
年
12
月
以
降
は
、
年

金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低

い
人
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
新
た
に
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
す
る
た
め
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
手
当

を
受
け
取
れ
る
場
合　

・�

児
童
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母

等
が
、
低
額
の
老
齢
年
金
を
受

給
し
て
い
る
場
合

・�

父
子
家
庭
で
、
児
童
が
低
額
の

遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し

て
い
る
場
合

・�

母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が

死
亡
し
、
児
童
が
低
額
の
遺
族
厚

生
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合　

〈
参
考
：
児
童
扶
養
手
当
の
月
額
〉

（
平
成
26
年
４
月
～
）

◆
子
ど
も
１
人
の
場
合

•

全
部
支
給
４
１
、０
２
０
円

•�

一
部
支
給
４
１
、０
１
０
円
～

９
、６
８
０
円
（
所
得
に
応
じ
て

決
定
さ
れ
ま
す
）

◆
子
ど
も
２
人
以
上
の
加
算
額

•

２
人
目
５
、０
０
０
円

•�
３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き　

３
、０
０
０
円

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

児
童
福
祉

課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
８
１
）　　

�【
児
童
福
祉
課
】

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

が
実
施
さ
れ
ま
す

　

農
林
水
産
省
で
は
、
２
月
１

日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
農

林
業
の
国
勢
調
査
と
い
わ
れ
る

「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策
に
役

立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施

さ
れ
る
大
切
な
調
査
で
す
。
１
月

中
旬
頃
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い

る
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
調
査
員

が
訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林
業

の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

仕
事
を
探
し
て
い
る
み
な
さ
ん

へ
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桜
井
で
は
、
資

格
や
経
験
を
活
か
せ
る
求
人
や
、

未
経
験
で
も
応
募
で
き
る
求
人
な

ど
数
多
く
あ
り
、
正
社
員
、
パ
ー

ト
等
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
求
人
を
簡
単
な
操
作
で
探
し

て
、
紹
介
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。一
度
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
桜
井
・
職
業
相
談
部
門
（

45
‐
０
１
１
２
）【

商
工
振
興
課
】

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ

変
換
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
し
ま
す

　

テ
レ
ビ
の
右
上
に
「
デ
ジ
ア
ナ

変
換
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
デ
ジ
ア
ナ
変
換
に
よ
り
テ
レ

ビ
を
視
聴
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
ア
ナ
変
換
終
了
後
、
引
き

続
き
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧

い
た
だ
く
た
め
に
地
デ
ジ
受
信
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
地

デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（

０
５
７
０
‐
07
‐
０
１
０
１
）

【
総
務
課
】

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

○
車
上
ね
ら
い
・
部
品
ね
ら
い
に
注
意
！

　

県
北
中
部
で
、
車
上
・
部
品
ね
ら
い
が
多
発
し
て
い
ま
す
。　

　

～
被
害
品
「
現
金
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・
工
具
類
・
カ
ー
ナ
ビ
」
～

・�

犯
人
は
、
車
内
に
あ
る
物
を
見
て
い
ま
す
。
短
時
間
で
も
貴
重
品

な
ど
は
車
内
に
乗
せ
た
ま
ま
に
せ
ず
、
空
っ
ぽ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

振
動
等
に
対
応
す
る
「
警
報
装
置
」
な
ど
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

防
犯
機
器
は
、
カ
ー
用
品
店
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。　
　
　

・�

バ
ッ
テ
リ
ー
盗
難
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
る
側
に
人
が
入
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
駐
車
し

て
く
だ
さ
い
。

○
自
主
防
犯
活
動
の
促
進
を
！

　

あ
い
さ
つ
・
声
か
け
・
鍵
掛
け
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
子
ど
も

見
守
り
活
動
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
地

域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
で
「
犯
罪
者
の
入
り
込
み
に
く
い
地
域
」

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
チ
ャ
レ

ン
ジ
！

　

手
軽
に
で
き
る
防
犯
対
策

　

空
き
巣
な
ど
の
住
宅
対
象
侵
入
窃
盗
の
約
７
割
が
窓
か
ら
の
侵

入
で
す
。
一
番
手
軽
な
防
犯
対
策
は
、
自
宅
の
雨
戸
を
閉
め
る
こ

と
で
す
。
少
し
だ
け
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
泥
棒
の
侵
入
を
防

ぐ
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
地
域
で
不
審
者
な
ど
を
見
か
け
た
と
き
は
、

た
め
ら
わ
ず
１
１
０
番
ま
た
は
桜
井
警
察
署
ま
で
通
報
・
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
桜
井
警
察
署　

46
‐
０
１
１
０
】
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行政情報

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

▽
日
時　

２
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
３
月
９
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽�

場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
３
階
）

市
議
会
議
員

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

４
月
26
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る

市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定

者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い

る
人
は
、
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～

▽�

場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会

議
室　
　
【
選
挙
管
理
委
員
会
】

す
み
や
か
に
公
共
下
水
道
へ
接

続
を　

水
洗
化
の
お
願
い

　

下
水
道
が
既
に
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
地
域
に
住
ん
で
い

て
、
下
水
道
を
ま
だ
使
用
し
て
い

な
い
人
は
、
す
み
や
か
に
下
水
道

へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
接
続
工
事
は
、
市
の
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
市
指
定
工
事
店
以
外
で
の
工

事
は
、
違
法
工
事
と
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、下
水
道
を
使
用
す
る
と
、

下
水
道
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
下
水
道
使

用
料
は
、
２
か
月
に
一
度
、
水
道

料
金
と
一
緒
に
徴
収
し
ま
す
。

　

下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

臭
い
や
ハ
エ
の
発
生
し
な
い
清
潔

で
快
適
な
生
活
が
お
く
れ
る
だ
け

で
な
く
、
河
川
等
の
水
質
も
改
善

さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
を
お
使
い
の
み
な
さ
ん
へ

　

最
近
、
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
で
異
物
混
入
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
下
水
道
へ
油
や
お
む
つ
な
ど

を
流
す
と
詰
ま
る
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

工
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

建
物
の
新
築
工
事
な
ど
で
仮
設

ト
イ
レ
を
下
水
道
に
接
続
す
る
と

き
は
、
公
共
下
水
道
一
時
使
用
の

申
請
が
必
要
で
す
。
無
許
可
接
続

は
違
法
行
為
と
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
建
物
の
解
体
工
事
な
ど

で
下
水
道
を
使
用
し
な
く
な
る
と

き
は
、
公
共
下
水
道
使
用
休
止
の

届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
が
な
い

と
、
下
水
道
使
用
料
が
課
金
さ
れ

た
ま
ま
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課

（

42
‐
９
２
１
１
内
線
41
・

49
）　　
　
　
　

�【
下
水
道
課
】

取
り
壊
さ
れ
た
建
物
の
届
出
は

お
早
め
に

　

平
成
26
年
12
月
末
ま
で
に
取
り

壊
さ
れ
た
建
物
が
あ
れ
ば
、
２
月

末
ま
で
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

取
り
壊
し
後
に
届
出
が
な
い

と
、
来
年
度
以
降
も
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（

42
‐
９
１
１
１
内
線

５
４
３
・
５
４
４
）　
【
税
務
課
】

済
生
会
中
和
病
院
で
病
児
保
育

所
を
開
設
し
て
い
ま
す

▽�
対
象
者　

市
内
在
住
の
児
童（
６

か
月
～
小
学
校
３
年
生
）�

▽
定
員　

３
名

▽
利
用
期
間　

７
日
間
以
内

▽
開
所
日�　

月
～
金
曜
日�

▽�

受
付
時
間�　

利
用
希
望
日
前

日
の
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

月
曜
日
（
祝
祭
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）
の
午
前
７
時
30
分�

～
８
時
30
分
の
間
の
み
、
電
話

で
予
約
受
付
を
行
い
ま
す
。（
他

の
曜
日
は
当
日
利
用
受
付
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。）

��

▽�

利
用
時
間　

午
前
８
時
～
午

後
６
時
（
初
日
は
午
前
８
時
45

分
か
ら
診
察
が
あ
り
ま
す
。）

▽�

保
育
体
制　

医
師
の
指
示
の

も
と
、
看
護
師
お
よ
び
保
育

士
が
保
育
し
ま
す
。�

▽�

事
前
登
録　

お
預
か
り
す
る

子
ど
も
さ
ん
の
日
常
生
活
の

把
握
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に

保
育
が
で
き
る
よ
う
に
、
事

前
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
利
用
料
金　

２
、０
０
０
円

　
（
１
日
に
つ
き
）��

※�

前
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税

か
つ
前
年
度
の
市
県
民
税
が

非
課
税
世
帯
お
よ
び
生
活
保

護
世
帯
は
無
料
で
す
。

※�

給
食
を
希
望
す
る
場
合
は
、

別
途
３
０
０
円
必
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

児
童
福
祉

課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
８
３
）
済
生
会
中
和
病
院

総
務
課
（

43
‐
５
０
０
１
）

【
児
童
福
祉
課
】
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募集・お知らせ

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会　

新
会
員
募
集

　

私
た
ち
は
桜
井
市
を
訪
れ
た
人

に
豊
か
な
歴
史
的
景
観
、
文
化

財
、
史
跡
等
を
案
内
し
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る

仲
間
を
募
り
ま
す
。
年
齢
性
別
資

格
は
不
問
で
す
。

　

新
会
員
の
み
な
さ
ん
に
は
４
月

の
例
会
か
ら
10
月
の
例
会
ま
で
木

曜
日
を
中
心
に
十
数
回
の
会
員
に

よ
る
講
義
や
現
地
研
修
を
実
施
し

ま
す
。
そ
の
後
翌
年
の
３
月
末
ま

で
は
、
先
輩
に
習
っ
て
ガ
イ
ド
す

る
こ
と
に
慣
れ
て
も
ら
い
、
４
月

か
ら
は
正
式
に
ガ
イ
ド
と
し
て
活

動
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▽�

費
用　

年
会
費
１
、０
０
０
円

（
入
会
金
不
要
）、
別
途
ガ
イ
ド

用
ベ
ス
ト
代

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ハ

ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
３
月
26
日

（
木
）〈
必
着
〉
ま
で
に
市
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
事

務
局
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
課

内
〒
６
３
３
‐
８
５
８
５
大

字
粟
殿
４
３
２
‐
１

42
‐

９
１
１
１
内
線
３
４
２
・
FAX�
42

‐
１
７
４
７
）
ま
で
。

【
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
】

自
衛
官
募
集

【
自
衛
官
各
種
】

●�
一
般
幹
部
候
補
生
（
海
・
空
飛

行
要
員
含
む
）

▽�

資
格　

《
大
卒
程
度
試
験
》
22
歳
以
上
26

歳
未
満
の
者
（
20
歳
以
上
22
歳
未

満
の
者
は
大
卒
（
見
込
含
）、
修

士
課
程
終
了
者
等
（
見
込
含
）
は

28
歳
未
満
）

《
院
卒
者
試
験
》
修
士
課
程
終
了

者
等
（
見
込
含
）
で
20
歳
以
上
28

歳
未
満
の
者

●
歯
科
・
薬
剤
幹
部
候
補
生

▽�

資
格　

専
門
の
大
卒（
見
込
含
）

で
20
歳
以
上
30
歳
未
満
、
薬
剤

は
28
歳
未
満

▽�

受
付
期
間
（
共
通
）

　

３
月
１
日
～
５
月
１
日

▽
試
験
日
（
共
通
）

１
次
：
５
月
16
日
・
17
日

（
17
日
は
飛
行
要
員
志
願
者
の
み
）

【
予
備
自
衛
官
補
】

●
一
般
公
募

▽�

資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

●
技
能
公
募

▽�

資
格　

18
歳
以
上
で
保
有
す
る

技
能
に
応
じ
て
53
～
55
歳
未
満

▽�

受
付
期
間
（
共
通
）

　

１
月
８
日
～
３
月
24
日

▽�

試
験
日
（
共
通
）

　

４
月
10
日
～
14
日
（
内
１
日
）

　

詳
し
く
は
自
衛
隊
天
理
募
集

案
内
所
（

０
７
４
３
‐
63

‐
２
５
４
０
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

nara

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スhq1-
nara@

pco.m
od.go.jp

）
ま
で
。

【
市
民
課
】

女
性
消
防
団
員
募
集

　

桜
井
市
消
防
団
で
は
、
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
た
だ
け

る
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。

▽�

主
な
活
動
内
容　

火
災
予
防
・

地
域
防
災
に
関
す
る
広
報
、
応

急
手
当
の
普
及
活
動
、
災
害
時

の
後
方
支
援
等
。

▽�

応
募
資
格　

市
内
在
住
で
18
歳

以
上
45
歳
未
満
の
健
康
な
女
性

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

危
機

管
理
課
消
防
団
係
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
３
０
８
）

【
危
機
管
理
課
】

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

学
位
取
得
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

や
自
己
実
現
な
ど
、
生
涯
学
習
を

目
指
す
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
入
学
の
出
願

は
、
３
月
20
日
ま
で
受
付
け
て

い
ま
す
。
資
料
は
無
料
で
す
の

で
、
気
軽
に
放
送
大
学
奈
良
学
習

セ
ン
タ
ー
（

０
７
４
２
‐
20
‐

７
８
７
０
）
ま
で
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
放
送
大
学
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
出
願
で
き
ま

す
。　
　
　
　
　
【
社
会
教
育
課
】

奈良県特定最低賃金が改定されました
　奈良県最低賃金　時間額 724 円（平成 26 年 10 月３日発効）
　奈良県最低賃金は奈良県内で働くすべての人に適用されます。ただし、
下記の産業に該当する事業所で働く労働者には、それぞれ特定（産業別）
最低賃金が適用されます。

▽問い合わせ先　奈良労働局賃金室　（ 0742 ‐ 32 ‐ 0206）
　　　　　　　　桜井労働基準監督署　（ 0744 ‐ 42 ‐ 6901）

特

定

最

低

賃

金

はん用機械器具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業

時間額 820 円
（平成26年12月27日発効）

電機関係製造業�
電子部品・デバイス・電子回路、発電用・
送電用・配電用電気機械器具、産業用電
気機械器具、民生用電気機械器具製造業

時間額 818 円
（平成26年12月27日発効）

自動車小売業 時間額 820 円
（平成26年12月27日発効）

木材・木製品・家具・装備品製造業 時間額 816円�日額 6,527 円
（平成元年 1月 25 日発効）

【商工振興課】
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募金・相談

善
意
銀
行

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
数
多
く
の
善
意
の
預
託
を
、

福
祉
施
設
・
在
宅
重
度
心
身
障
が

い
者
（
児
）・
小
規
模
通
所
授
産

施
設
利
用
者
等
や
災
害
に
あ
わ
れ

た
世
帯
に
見
舞
い
等
で
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。

▽�

預
け
入
れ
先　

善
意
銀
行
（
社

会
福
祉
協
議
会
内　

大
字
桜
井

５
３
５
‐
１
）・
社
会
福
祉
事

務
所�　

��【
社
会
福
祉
協
議
会
】

《 無 料 相 談 コ ー ナ ー 》
相 談 内 容 日 時 場所 予約 申 込・ 問 い 合 わ せ 先

中南和法律
相談センター
法律相談

日常お困りの法律問題
（予約面談制）
〈先着 6名・各 30 分間〉

毎週火曜日
（祝日は除く）
13：00 ～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
相談日の 1 週間前の火曜日の午前
9時 30 分から電話で奈良弁護士会
へ。（ 0742‐22‐2035）【市民協働課】

※火曜日以外にも他会場での相談窓口があります。詳しくは奈良弁護士会へ問い合わせてください。

無料
法律相談

弁護士による法律相談
（予約面談制）〈市内在住・
先着 7名・各 25 分間〉

2月 12 日（木）
13：00 ～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
2月 2 日（月）午前 8時 30 分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111内線534）【市民協働課】

※無料法律相談は市内在住者で、今までに無料法律相談を受けていない人のみ利用できます。

司法書士に
よる
法律相談

借金問題、土地建物・会社
法人の登記、相続、遺言な
どの相談（予約面談制）
〈先着５名・各 40 分間〉

① 2月 13 日（金）
13：00 ～ 16：20 市役所

2階
相談室

要

①2月3日（火）午前8時30分以降
②2月12日（木）午前8時30分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111 内線 534）【市民協働課】② 2月 26 日（木）

13：00 ～ 16：20

行政書士に
よる
法務相談

営業許可、帰化など身分に
関する事、近隣トラブルな
どの相談（予約面談制）
〈先着 5名・各 40 分間〉

2月 27 日（金）
13：00 ～ 16：20

市役所
2階
相談室

要

2 月 13 日（金）午前 8 時 30 分以
降に電話で市民協働課市民生活係
へ。（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】

消費生活
相談

消費（買物・契約等）・
多重債務などの相談

毎週火・木・金曜日
（祝日は除く）
10：00 ～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】

行政相談
行政に関する相談 2月 4日（水）

13：00 ～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】

※�予約は不要ですが、当日に受付が必要ですので、市民生活係までお越しください。

　　福祉の
『心配ごと相談』

日常生活における様々な悩み
ごとや心配ごとなどの相談

毎週木曜日
10：00 ～ 15：00

福祉セン
ター分館 不要 相談日には電話相談（ 42‐6804）

も行います。　　�【社会福祉協議会】

若者自立の
ための相談会

高校中退者・ニート・引
きこもりなどの相談

2月 2日～ 27 日
（日・祝日除く）
��9：00 ～ 18：00

桜井駅前
南口エルト
桜井 2階

不要 若者サポートステーションやまと（ 44‐2055）������������【商工振興課】

人権擁護委員
による

『悩みごと相談』

人権に関わる様々な悩み
ごと

2月 18 日（水）
13：00 ～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
人権施策課人権係
（ 42 ‐ 9111 内線 561）

【人権施策課】

女性相談

女性の様々な問題や悩み
（夫婦・育児・介護・ド
メスティックバイオレン
スなど）

2
月
23
日
（
月
）

面接相談
12：30～15：00

市役所 1階
消費生活
相談室

要 相談日の午前中までに人権施策課
男女共同参画係へ。
（ 42 ‐ 9111 内線 564）
◎匿名での相談も可。【人権施策課】電話相談

10：00～11：30
42‐9111
（内線 564）不要

《12月分》

地
域
が
育
む
川
づ
く
り

事
業
代
金　

醍
醐
町�

様

　
　
　

�

１
０
、０
０
０
円

宮
元
町
２
組
一
同�

様

　
　
　

�

２
０
、３
６
６
円

桜
井
市
佛
教
会�

様

　
　

�

２
９
０
、６
６
１
円

（
有
）
ト
ム
物
流
シ
ス
テ

ム�

様　

�

２
３
、６
０
０
円

匿
名�

様　

�

５
、０
０
０
円

大
和
信
用
金
庫　

桜
井
北

支
店
支
店
長　

長
井
純
一�

様　
　

��

３
１
、８
０
０
円
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催し・教室（市内）

桜
井
市
男
女
共
同
参
画
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
補
助
事
業

　

デ
ー
ト
DV
・
ス
ト
ー
カ
ー
被
害

を
考
え
る
～
あ
な
た
の
大
切
な
子

ど
も
た
ち
を
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
さ
せ
な
い
た
め
に
～

▽
日
時　

２
月
11
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
研
修
室
１

▽
講
師　

参
画
ネ
ッ
ト
な
ら

　
　
　
　

松
村
徳
子
さ
ん
他

▽
定
員　

30
名

▽
費
用　

無
料

▽�

主
催　

男
女
共
同
参
画
研
究
会

い
こ
～
る

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
施
策

課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

５
６
４
）��������【
人
権
施
策
課
】

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
40
団
体
験
会

お
ひ
な
さ
ま
寿
司
を
作
ろ
う

▽�

日
時　

２
月
８
日
（
日
）

　

午
前
９
時
50
分
～
午
後
２
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
調
理
室

▽�

対
象　

就
学
１
年
前
～
小
学
３

年
生

▽
定
員　

親
子
５
組
（
先
着
順
）

▽�

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

ふ
き
ん

▽
費
用　

無
料

▽
締
切　

２
月
５
日
（
木
）

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

中
野

（

47
‐
７
８
１
８
）

第
57
回

　

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

２
月
12
日
（
木
）

　

午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　

市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽�

内
容　

古
都
奈
良
に
リ
コ
ー

ダ
ー
の
さ
わ
や
か
な
響
き
を
！

▽�

出
演
者　

リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル　

シ
フ
ォ
ン

▽
費
用　

無
料

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

文
化
を
考
え

る
桜
井
市
民
の
会
（

０
９
０

‐
６
７
５
１
‐
５
７
０
８
）

【
社
会
教
育
課
】

み
ん
な
で
知
ろ
う
認
知
症
！

　
▽�

日
時　

２
月
26
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
受
付

１
時
～
）

▽�

場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会

議
室

▽�

内
容　
「
認
知
症
っ
て
何
だ
ろ

う
？
」

・�

認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
ん
な
気

持
ち
だ
ろ
う
？

・�

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
だ
ろ

う
？

▽�

講
師　

芳
野
正
裕
さ
ん
（
認
知

症
介
護
指
導
者
）　

▽
料
金　

無
料
（
※
申
込
不
要
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
福
祉

課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
８
２
） 　
　
【
高
齢
福
祉
課
】

Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ａ　

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
桜
井

「
そ
う
め
ん
延
ば
し
体
験
と

　
　
　
　
　
　
　

酒
蔵
見
学
」

　

外
国
の
人
と
一
緒
に
桜
井
の
い

い
と
こ
ろ
を
再
発
見
し
よ
う
！

▽
日
時　

３
月
８
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
半

▽
場
所　

三
輪
そ
う
め
ん
山
本

　
　
　
　

今
西
酒
造

▽
定
員　

40
名
（
※
要
申
込
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▽
費
用　

５
０
０
円

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

行
政

経
営
課
（

42
‐
９
１
１
１
内

線
２
５
６
）�����【
行
政
経
営
課
】

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
同
士

で
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ま
ず
は
見
学
か
ら
で
も

結
構
で
す
。
運
動
不
足
解
消
、
気

分
転
換
な
ど
参
加
理
由
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
場
所　

市
民
体
育
館

▽�

日
時　

毎
月
第
３
火
曜
日
（
２

月
は
17
日
）
午
後
５
時
30
分
～

６
時
30
分

▽�
対
象　

障
が
い
を
持
っ
て
い
る

中
学
生
以
上
の
人

▽
服
装　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
動

き
や
す
い
服

▽�

内
容　

体
操
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

ボ
ー
ル
遊
び
な
ど

※�

支
援
が
必
要
な
人
は
、
支
援
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係　
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
７
２
・
２
７
３
）

【
社
会
福
祉
課
】

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　��� ▽時間　午後１時 30 分開会（受付：午後１時～）
　　　　　　　　　��� ▽場所　市立図書館研修室１
　　　　　　　　　��� ▽費用　無料
※申込不要、どなたでも参加できます。※手話通訳あります。

▽問い合わせ先　市民協働課市民生活係（ 42 ‐ 9111 内線 534）
�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　���【市民協働課】

【プロフィール】
阪神・淡路大震災の語り部
骨髄バンクボランティア
　生命の尊さを日本中の人々に伝えるべく、ボラン
ティア活動を続ける。タレント活動を経て現在は骨
髄移植、阪神大震災をテーマに講演活動を続ける。
何事にも好奇心が強く、何処にでも居そうでいない
パワフルおばちゃん。

「 ボ ラ ン テ ィ ア 」 に 、
　 　 す る 人 ・ 受 け る 人 の 配 役 は あ り ま せ ん

２月 14 日（土）

矢
やざき

崎由
ゆ み こ

美子さん

テーマ
ボランティア推進講演会を開催します！

～堅苦しい型の中にはめないボランティアとは…？
　　　　　　　　　　　　自然体のボランティア～
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催し・講座（市内・市外）

市
観
光
協
会
主
催
事
業

①�

大
和
の
古
道
紀
行�

お
綱
ま
つ

り
見
学
ハ
イ
キ
ン
グ

　

雄
綱
と
雌
綱
が
夫
婦
の
契
り
を

結
ぶ
と
さ
れ
る
勇
敢
な
お
綱
ま
つ

り
を
見
学
し
、
山
の
辺
の
道
沿
い

に
あ
る
万
葉
歌
碑
や
神
社
を
め
ぐ

り
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
11
日
（
水
・
祝
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
頃　

▽�

集
合
・
解
散
場
所　

�

JR
巻
向
駅

▽
費
用　

３
０
０
円

▽�

コ
ー
ス　

素す
さ
の
お

盞
嗚
神
社
→
箸
墓

古
墳
→
井
寺
池
→
桧
原
神
社

▽�

申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ

ガ
キ
で
参
加
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
・

性
別
を
記
入
の
う
え
、
市
観
光

協
会
（
〒
６
３
３-

０
０
６
３

大
字
川
合
２
６
０-

２
商
工
会

館
２
階
）
ま
で
。

▽�
問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会

（

・
FAX�
42
‐
７
５
３
０
）

②�

万
葉
ゆ
か
り
の
地　

味う
ま

酒ざ
け

三
輪

の
里
を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

▽�

日
時　

２
月
15
日
（
日
）

※
予
約
不
要

▽�

集
合
時
間
・
場
所

　

午
前
９
時
45
分
・
JR
三
輪
駅
前

▽
費
用　

無
料

▽�

コ
ー
ス
（
約
３
㎞
）　

JR
三
輪

駅
→
大
神
神
社
→
大
美
和
の
杜

展
望
台
→
三
輪
茶
屋
趾
→
恵
比

須
神
社
→
古
い
商
家
街
並
み
→�

JR
三
輪
駅
（
正
午
頃
解
散
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会

（

・
FAX�
42
‐
７
５
３
０
）�

桜
井
本
町
通
・
周
辺
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
主
催

活
き
活
き
講
座

◆�

薄
毛
オ
ー
ナ
ー
が
語
る
育
毛
講

座
第
２
弾
（
貴
兄
の
悩
み
が
解

決
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
？
）

▽�
講
師　

三
宅
嘉
彦
さ
ん
（
ヘ

ア
ー
モ
ー
ド
サ
ロ
ン
ミ
ヤ
ケ

オ
ー
ナ
ー
）

▽�

日
時　

２
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

▽�

場
所　

桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場
（
旧
マ
エ
ダ
ふ
と
ん

店
）

▽
申
込
締
切
日　

２
月
22
日（
日
）

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

電

話
で
、
三
宅
（

０
９
０
‐

３
０
５
０
‐
０
７
７
１
）ま
で
。

【
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
】　

第
15
回　

奈
良
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

▽
開
催
日
時
・
種
目
・
会
場

◆
４
月
19
日
（
日
）

《
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
》
奈
良
県

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育

館
・《
サ
ッ
カ
ー
》
県
立
高
等
養

護
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天
決

行
）・《
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
》

県
立
高
等
養
護
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド　

（
少
雨
実
施
）

◆
４
月
26
日
（
日
）

《
卓
球
競
技
》
奈
良
県
心
身
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館
・《
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
》
県
立
高
等
養
護
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
５
月
10
日
（
日
）

《
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
》
県
立

高
等
養
護
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
少

雨
実
施
）

◆
５
月
17
日
（
日
）

《
水
泳
競
技
》
な
ら
や
ま
屋
内
温

水
プ
ー
ル
（
奈
良
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

◆
５
月
24
日
（
日
）

《
陸
上
競
技
》
県
立
橿
原
公
苑
陸

上
競
技
場
（
雨
天
決
行
）

▽�

対
象
者　

県
内
在
住
の
身
体
障

害
者
手
帳（
内
部
障
が
い
者
は
、

膀
胱
ま
た
は
直
腸
機
能
障
害
の

み
）
ま
た
は
療
育
手
帳
を
持
っ

て
い
る
満
13
歳
以
上
（
平
成
27

年
４
月
１
日
現
在
）
の
人
。

▽�

申
込
方
法　

３
月
６
日
（
金
）

ま
で
に
、
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
へ
。
学
校
・
施
設
に
在
学

ま
た
は
入
所
中
の
人
は
、
学
校

長
・
施
設
長
へ
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

第
53
回

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
個
別
相
談
会

▽
日
時
・
場
所

①
２
月
17
日
（
火
）　

午
前
９
時
～
正
午
・
県
文
化
会

館
２
階
集
会
室
Ｃ
（
奈
良
市
登

大
路
町
６
‐
２
）

②
２
月
21
日
（
土
）　

午
前
９
時
～
正
午
・
県
橿
原
文

化
会
館
３
階
音
楽
練
習
室
（
橿

原
市
北
八
木
町
３
‐
65
‐
５
）

▽
費
用　

無
料
（
※
申
込
不
要
）

▽�

相
談
対
応
者　

専
門
看
護

師
、
支
部
役
員
（
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
）、
ス
ト
ー
マ
装
具
業
者

（
製
品
を
展
示
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　
（
公
社
）
日

本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
奈
良
県
支

部
三
田
村
（

０
７
４
２
‐
49

‐
１
８
３
９
）【
社
会
福
祉
課
】

《障害福祉サービスを利用している人へ》
「サービス等利用計画（セルフプラン）ってなに？」

作成説明会を開催します
　平成 24 年 4 月の法改正により、障害福祉サービス・障害児
通所支援を利用するすべての人について、サービス等利用計画
を作成してもらうことになっています。
　サービス等利用計画は「指定特定・障害児相談支援事業者」
が作成しますが、本人や家族・支援者が計画（セルフプラン）
を作成することも可能です。桜井市自立支援協議会生活支援部
会によるサービス等利用計画（セルフプラン）の作成説明会を
開催しますので、ぜひ参加してください。

▽日時　2月 18日（水）　午後１時 30分～

▽場所　中央公民館大会議室

▽申込期限　2月13日（金）※参加の際は、事前申込が必要です。

▽ �対象者　市内在住の障害福祉サービス・障害児通所支援を利
用している人またはその家族・支援者

▽ �内容　障害福祉サービス内容説明・セルフプラン作成説明

▽ �申込・問い合わせ先　社会福祉課障害福祉係（ 42‐ 9111
内線 272･273 ＦＡＸ 44‐2172）　　　　　　�【社会福祉課】
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催し（市外）・お知らせ

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
就
活
セ
ミ

ナ
ー
（
２
月
）

　

①
自
分
自
身
に
合
う
仕
事
の
探

し
方
②
面
接
官
に
好
印
象
を
与
え

る
聞
き
方
・
話
し
方
③
面
接
で
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
④
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
練

習
な
ど
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
で
就
職
活
動
の
コ
ツ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
参
加
型
の
セ
ミ

ナ
ー
。
参
加
費
無
料
。

�

▽�

日
時　

①
２
月
５
日
（
木
）「
仕

事
の
探
し
方
～
業
界
・
職
種
を

知
ろ
う
～
」�

②
２
月
10
日
（
火
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
③

２
月
18
日
（
水
）「
面
接
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」④
２
月
26
日（
木
）「
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

①
～
④
と
も
に
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

▽�

場
所　

①
③
④
な
ら
ま
ち
セ
ン

タ
ー
会
議
室
２
（
奈
良
市
東
寺

林
町
38
）
②�

県
産
業
会
館
（
大

和
高
田
市
幸
町
２
‐
33
）

※�

従
来
と
開
催
場
所
が
異
な
り
ま

す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　

就
職
活
動
中
の
学
生
や

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
求
職
者

（
40
代
前
半
ま
で
の
不
安
定
就

労
者
を
含
む
）

▽�

定
員　

各
10
人
程
度（
先
着
順
）

▽�

申
込　

各
セ
ミ
ナ
ー
前
日
ま
で

に
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
セ
ミ

ナ
ー
名
、
開
催
日
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
居
住
市
町
村
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
を
左

記
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

な
ら
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
（

０
７
４
２
‐
23
‐

５
７
３
０
FAX�
０
７
４
２
‐
23
‐

５
７
５
７
）�����【
商
工
振
興
課
】

（図表ア） （図表イ）

議会や行政機関、審議会などの政策・
方針決定の場に女性が少ないから

男性優位の組織運営だから

女性の意見や考え方に対して市行政
や地域団体の側の関心が少ないから

女性の側の積極性が十分でないから

わからない

その他

不明・無回答

女性の能力開発の機会が十分でない
から

　■�十分反映されている　　　
　■�ある程度反映されている
　■�あまり反映されていない　
　■�ほとんど反映されていない
　■�わからない　　■�不明

1.6

　前回に続き、今後の男女共同参画推進・啓発のための基礎材料とするために平
成25年12月に実施した桜井市男女共同参画に関する意識調査結果を報告します。
◆回答いただいたその結果の一つを紹介します。
　「男女共同参画について」

・�桜井市の市政や地域における決定事項に女性の意見や考え方が、反映されているかについては、「わからない」
と答えた割合が、前回調査に対して多くなっている。（図表ア）
・�反映されていない理由については、「議会や行政機関、審議会などの政策・方針決定の場に女性が少ないから」
や「男性優位の組織運営だから」などが上位に挙げられている。（図表イ）

№ 33 桜井市男女共同参画に関する意識調査結果より（4）

問�　あなたは、桜井市の市政や地域
における決定事項に女性の意見や
考えが、どの程度反映されている
と思いますか。

（「あまり反映されていない」または「ほと
んど反映されていない」と答えた人のみ）
問�　桜井市の市政や地域における決定事項
に、女性の意見が反映されていないのは、
主にどのような理由からだと思いますか。

男性
681 人

女性
838 人

男性
374 人

女性
502 人

[ 今回調査 ]

[ 前回調査 ]

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60%

19.4 15.1 51.5

11.6 13.5 56.6

21.4

14.1

18.4 42.2

17.9 23.7 41.810.8

8.8

8.6 7.0

5.4

3.9

3.5

0.4

2.4

0.4

1.0

3.5

4.7

29.2

29.9

38.9

46.6

56.9

全体（401 人）
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スポーツ・お知らせ

効率的なごみ収集
　      のためのお願い　
　家庭から出るごみは、ス
テーション方式（一定の戸数、
区域ごとに集積場所を設ける
こと）で収集し、集積場所を
出来る限り少なくするのが効
率的です。そのためには先ず、
ごみカレンダーで確認し、決
められた日の決められた時間
（午前８時 30 分）までに、決
められた場所に出すルールを
守っていただくことが必要で
す。
　決められた場所というの
は、区長および総代等の申し
出により、環境部と協議して
決めています。（集積場所の
わからない場合は区長および
総代に確認してください。）
　収集車が安全かつ効率的に

運行できるよう
に、市民のみな
さんのなお一層
のご協力をお願
いします。  �����
������������������
���������

�【環境部】

【
総
合
体
育
館　

45-

０
６
０
９ http://w

w
w

.net-taikyo.com

】

ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ
ー

第
１
９
７
回
市
歩
こ
う
会

～
京
都　

伏
見
周
辺
・
散
策
～

▽
日
時　

２
月
22
日
（
日
）

　

午
前
８
時
桜
井
駅
北
口
集
合

▽�

コ
ー
ス　
（
約
12�

km
）　

JR
東
福
寺
駅
→
東
福
寺
→
伏
見

稲
荷
→
石
峰
寺
→
宝
塔
寺
→
藤

森
神
社
→
城
南
宮
→
墨
染
寺
→

近
鉄
丹
波
橋
駅

▽
持
参
品　

昼
食
、
雨
具

▽
参
加
費　

３
０
０
円

▽
申
込
締
切
日　

２
月
18
日（
水
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
登
録

説
明
会

　

平
成
27
年
度
少
年
の
部
・
一
般

の
部
登
録
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
の
代
表

者
は
、必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分

▽
場
所　

総
合
体
育
館
会
議
室

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

へ
の
登
録
に
つ
い
て

　

～
女
子
の
部
・
混
合
の
部
～�

　

登
録
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
、

３
月
１
日
（
日
）
午
後
５
時
ま
で

に
総
合
体
育
館
へ
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※�

登
録
用
紙
は
総
合
体
育
館
に
あ

り
ま
す
。

今
月
の
市
税
・
保
険
料

納期限は
３月２日（月）です。

市
税

■
固
定
・
都
計
税
〈
４
期
分
〉

■
国
民
健
康
保
険
税
〈
８
期
分
〉

保
険
料

■
介
護
保
険
料
〈
８
期
分
〉

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〈
８
期
分
〉

※�納め忘れのないように、
注意してください。

　
　桜井市・奈良県立大学・市民活動交流拠点運営協議会が協働企画する「公
開講座」を開催します。本格的な少子高齢化の到来により、全国でさまざま
なまちづくりが行われている中、「いつまでもここに住んでいたい」「一度は
訪ねてみたい」と思えるまちとは何か。２日間全４回の講座を通じて、地域
住民と来訪者、双方の視点からこれからのまちづくりに必要な発想について
考えます。
　一部の講座のみの受講も可能ですので、ぜひ参加してください。

▽日時・テーマ・講師
　１日目：2月 7日（土）
　①午後１時～２時 30分
　　「道の駅の展開と役割」奈良県立大学　津

つ だ

田康
やすひで

英准教授
　②午後２時 45分～４時 15分
　　「観光客の望む交通体系と地元の意識」奈良県立大学　新

にいろ

納克
かつひろ

廣教授
　２日目：2月 21日（土）
　③午後１時～２時 30分
　　「文化情報発信による地域活性化（桜井市のまちづくりの成功ポイント）」
　　奈良県立大学　髙

たかつ

津融
よし お

男准教授
　④午後２時 45分～４時 15分
　　「着地型観光による地域振興」奈良県立大学　麻

あそう

生憲
けんいち

一教授

▽会場　まほろばセンター多目的ホール

▽定員　150 人（※申込み不要・先着順）

▽開場　正午～（各日共通）

▽費用　無料

【市民協働課】

協働企画！ 公開講座
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おはなし会の案内（当日参加）
　『桜井おはなしの会』や『子ども読

よ

未
み

知
ち

』、職員によるおはなし会を開催しています。
月 日 対 象 時 間 内 容 場 所

２

7日（土） こども（小学生から）
午後 3時～ 3時 30 分

おはなしや絵本の読み
聞かせなど

おはなしのへや
14 日（土） こども（3歳～ 6歳）
21 日（土） どなたでも

絵本の読み聞かせなど
28 日（土） こども（2歳まで） 午後 3時～ 3時 20 分

　※大人も入場できます
●�新しい本の情報については、図書館内の配布資料やホームページでも見ることができます。
☆�お願い　次に読みたい人が待っている場合もありますので、本の返却期限は必ず守ってください。
期限を過ぎても返却がない場合、貸出停止になることがあります。みなさんのご理解とご協力をお願いします。

◎今月の休館日は、毎週火曜日と第２金曜日（13日）です。
【図書館 44 ‐ 2600　ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp】

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
●「おとなのお話会」
　図書館語り手養成講座受講者等によるお話会です。

▽日時　２月 15日（日）　午後２時～３時

▽場所　図書館　会議室

▽内容　「月を射る」（中国の昔話）
　　　　「北風に会いにいった少年」（ノルウェーの昔話）
　　　　「星の銀貨」（グリムの昔話）　　　　　　　他

▽参加費　無料

●臨時休館に伴う特別貸出について
　本の点検や整理などのための臨時休館（３月13日（金）
～ 21日（土・祝）まで）に伴い、特別貸出を行います。

▽実施期間　２月 27日（金）～３月 12日（木）
　　　　　　※火曜日休館

▽貸出期間　４週間まで
　詳しくは、館内の掲示を見るか、図書館（ 44‐
2600）まで問い合わせてください。

　　　なかま集会　初瀬小学校
初瀬小学校では、年 4 回なかま集会を開いて、「なかまのこ
と」「平和のこと」など、身のまわりの人権について考えてい
ます。なかま集会は集会実行委員が計画し、各学年が発表しま
す。10・31 のなかま集会は、「共に生きる　ひとりひとりのち
がいを認め合おう　人との出会いを大切にしよう」のテーマで
行いました。　

県道徳教育振興会議からの提言
●�先生や友達とのつながりを大切にし、共
に育ち合う楽しい学校にしましょう。
●�家族のつながりを大切にし、愛情を感じ
る心安らぐ家庭にしましょう。
●�様々な人とのつながりを大切にし、たが
いが温かく支え合う地域社会にしましょ
う。

　県道徳教育振興会議は、県教育委員会の
委嘱委員で構成する道徳教育振興のための
啓発・支援推進会議です。　��【学校教育課】

清
掃
公
社
か
ら
の

お
知
ら
せ

◆
2
月
の
し
尿
収
集
に
つ
い
て

　

2
月
１
日
（
日
）
は
休
日
で

す
が
、
平
常
ど
お
り
、
し
尿
の

収
集
に
回
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
浄
化
槽
清
掃
に
つ
い
て

　
「
浄
化
槽
法
」
で
は
、
１
年

に
１
回
清
掃
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽

を
清
掃
し
な
い
と
、
河
川
の
汚

染
や
浄
化
槽
の
故
障（
詰
ま
り
）

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
１

年
に
１
回
清
掃
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
は
清
掃
公
社
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
手
数
料
口
座
振
替
の
お
願
い

　

し
尿
く
み
取
り
家
庭
の
「
一

般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
（
ふ
ん

尿
）」
の
支
払
い
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
市
内
の
金
融
機
関

ま
た
は
清
掃
公
社
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
清
掃
公
社

 

45
‐
２
０
０
５
】
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❀桜井市
ＰＨＯＴＯニュース

「安全功労者に教育委員会より表彰」
　平成 26年度安全功労者教育委員会表彰式が行われま
した。この表彰は、市内各小・中学校区での児童生徒の
安全確保に多大なる貢献をいただいた人に、教育委員会
より感謝の意を込めて行うものです。本年度は、15 名
が表彰されました。
　表彰式では、畔岡教育委員長より「多年にわたり児童
生徒の日ごろの登下校の安全見守りを始め、安全指導等
に多大なる尽力をいただいていることに、深く感謝しま
す」とあいさつがあり、表彰状が手渡されました。

「多武峰地区自主防災会が知事表彰を受賞」
　多武峰地区自主防災会は、多武峰地域の 7地区が連
携を密にし、災害時の相互協力を目的に平成 21年に設
立されました。定期的な防災訓練や学習会を積極的に行
い、「体で覚える防災活動」をモットーに活動しています。
　一昨年 9月には、台風 18号による土砂災害が地域内
で複数発生しましたが、日頃の備えと消防団との連携に
より被害を最小限に食い止めました。これらの功績が認
められ、このたび平成 26年奈良県防災功労者知事表彰　
の受賞となりました。

「奈良県とまちづくりに関する協定を締結」
　桜井市と奈良県は、持続的な発展と活性化を目指し、
ともにまちづくりを進めるために、まちづくりに関する
包括協定を締結しました。
　今後、相互に情報や意見の交換に努め、中和幹線粟殿
近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区、大神
神社参道周辺地区、近鉄大福駅周辺地区、桜井駅周辺地
区、長谷寺門前町周辺地区のまちづくりについて、協働
で検討や取り組みを進めていきます。

「観光まちづくり協議会より長椅子の寄贈」
　市役所へ来られるみなさんに利用していただくため、
木製長椅子（一脚）が桜井市観光まちづくり協議会から
桜井市に寄贈されました。
　京本勝弘会長から寄贈品の目録を手渡された松井市長
は、「大事に使わせていただきます」と応え、感謝の意
を表明しました。
　現在、長椅子は西分庁舎の入口に置かれていますので、
どうぞご利用ください。

12/6

12/22

ＮＥＷＳ❀✿✿

11/18

12/26



この広報紙は、再生紙を利用しています

24
桜井市ホームページアドレス　http://www.city.sakurai.lg.jp

広
報

わ
か

ざ
く

ら
 №

1248 ■
発

行
人

／
桜

井
市

 ■
編

集
／

総
務

課
 ■

発
行

所
／

桜
井

市
役

所
 〒

633-8585
桜

井
市

大
字

粟
殿

432-1（
0744-42-9111） ◇市民の動き◇　平成 26 年 12 月 26 日現在（前月比）

〈人口  59,424 人 (-50)〉〈男  28,301 人 (-35)〉〈女  31,123 人 (-15)〉〈世帯数  24,244 世帯 (+6)〉
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